平成21年度　防災対策委員会議事録

日時：H２２年２月５日　15:30～

場所：病院2階会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録：番場　浩文　
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【連絡事項】

・委員会について～毎月第一金曜日15：30からですので、変更がない限り委員会開催の連絡はしません。スケジュール調整の上参加お願いします。

本日委員会を欠席した委員の方は、欠席届けを提出して下さい。WIZ法人防災委員会→21・法人防災→21計画のフォルダ内にあります。

・病院の防火管理者が医事・大釜さんへ変更になっていますが、今後また変わるかも知れません。（庶務の紫波さんへ？）

・避難訓練（8/7）～実施した分の「消防訓練実施計画書」の消防署へ提出した控えが綴られていません。担当者は確認後、委員長へ連絡をお願いします。

・青山荘2/11・青風荘2月下旬に避難訓練を予定している。

・緊急連絡網を修正し、新しい連絡網を掲示してください。
連絡網を修正した場合には必ず修正日も変更してください。
【議事内容】

・避難訓練夜間想定1/15（金）について

＜南病棟＞

（考察）→移動に必要な車椅子の患者様・護送・担送が多かった為、時間が掛かってしまった。

夜間の場合（夜勤者・女性3名）には、対応が難しい。

(改善点)→定期的な防災マニュアルの振り返りも、カンファレンスで実施する必要が

　　　　　ある。

　　　　　誘導手段を検討する必要がある。

＜東病棟＞

（考察）→今回の訓練は、患者様に避難訓練を知らせずに実施したにも関わらず

　　　　　スムーズな移動が行えた。

　　　　　前回の訓練時より実施スタッフの声が大きく、ざわついた中でも

声が響いていた

避難誘導後に扉を閉めきらずに患者様の人数確認を行っていた。

（改善点）→防災マニュアルを、カンファレンスなどを使い再度確認する必要がある。

　　　　　　

＜北病棟＞.

(考察)→消防通報する時に、通報例文と違う対応を消防署がしてきた為に、

戸惑ってしまった。

訓練を前もって知らせていたが、ベットから起きない患者様がいた。

(改善点)→各病棟火災時の通報例文を新しい物に作り直す必要がある。（現在ある通報例文は２～３０年位前に作られたもの。）

　　　夜間の災害においては、患者様達は眠っている為スムーズに行動してくれない可能性がある為、あらゆる可能性を想定した対応を話し合っておかなければならない。

＜西病棟＞

(考察)→事前に避難訓練実施を知らせていた為に、患者様のホールへの集合開始が

　　　　早かった。

　　　　誘導開始後トイレに行かれる患者様がおり、スタッフ2名で対応するのは

　　　　難しい。

(改善点)→職員のみならず患者様にも、避難訓練の重要性を伝えていく必要がある。

　　　実際の災害では、患者様はどのような行動をとるか分からない為、普段か

ら色んな想定をした話し合いが必要となる。

＜次年度に向けて＞

・停電を想定し他部署と連絡が繋がらない場合は伝達の手段として

トランシーバー・無線器などを確保・購入する必要がある。　　

・カンファレンスの時間を利用して、各病棟・各施設内で、防災についての話し合いを訓練時以外にも行っていく必要がある。(特に夜間体制での対応)

・新人スタッフもいるため、防災機器（受信盤など）の取り扱いを周知徹底していく必要がある。

・現在の通報例文を病棟毎に作成する必要がある。

